


 

 

はじめに 

 
京都議定書の目標達成に向けて、CO₂排出削減対策の強化が求められる中で、エネ

ルギー消費量の多い大企業については、省エネルギー法による規制の対象となるとと

もに、省エネ設備の導入促進や低利融資等の支援措置が講じられています。 
一方、中小企業については、省エネに対するポテンシャルが高いにもかかわらず、

省エネに関する技術・ノウハウや資金が不足していることから、これまで十分な省エ

ネ対策が行われていません。 
しかしながら、昨今の急激な原油や資源価格の高騰により、中小企業における省エ

ネ対策は、業績改善すなわちコスト削減の観点から喫緊の重要な課題となっており、

省エネに対するポテンシャルの高い中小企業の省エネを推進することが必要となっ

ています。 
本調査は、中小企業の中でも比較的、エネルギー年間使用量が多く、省エネ対策を

実施すれば、効果が期待できると考えられる、「県下鉄工関連の組合及び傘下組合員

企業」を対象に調査し、今後の対策支援に資することを目的として実施したものです。 
また、３月１１日に発生した「東北地方太平洋沖地震」以降は、『省エネルギー対

策』が再認識されているところです。このような環境下において、本報告書が組合並

びに組合員企業の省エネ対策を取り組む上で、お役に立てれば幸甚に存じます。 
最後に、本調査の実施に当たりご協力いただきました関係各位に対しまして厚くお

礼申し上げますとともに、今後とも一層のご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 
 
 
平成２３年３月 
 
 

山口県中小企業団体中央会 
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Ⅰ．調査の概要               

 
１．調査目的 

省エネ対策を実施することは、省資源・コスト削減・ＣＯ₂削減を可能とし、さ

らに、ＣＳＲ(Corporative Social Responsibility：企業の社会的責任)活動とし

て企業のイメージアップにもつながります。本調査は、企業の省エネ対策の実施

状況を調査し、今後の組合や企業の効果的な省エネ対策支援資料とする目的で、

今回は、県下鉄工関連の組合及び傘下組合員企業を対象に調査したものです。 

 
２．調査方法 

県下鉄工関連の１５組合及び傘下組合員１５７企業の合計１７２事業所を対象

として、調査票を配布し、調査回収したものを集計した。 
     
３．調査時点       平成２２年１２月６日（月） 

 
４．調査対象 
  （１）調査対象    １７２事業所 

内訳 組合      １５組合 
  組合員    １５７企業  

 
  （２）有効回答数    ９５事業所 

内訳 組合      １２組合 
組合員     ８３企業  

 
  （３）回答率      ５５．２％ 

参考 組合      ８０．０％ 
組合員     ５２．９％  

 
５．主な調査内容 

（１）組合・傘下組合員企業の概要 
（２）省エネ数値目標の設定 
（３）エネルギー使用の現状と改善策 
（４）行政・関係機関、中央会に対する要望 
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Ⅱ．アンケート調査結果                     

１．山口県下鉄工関連の組合及び傘下組合員企業アンケート調査結果 
（１）組合・傘下組合員企業の概要 
① 資本金 

 資本金は「1,000 万円以上 5,000 万円未満」が 64 事業所で最も多く全体の 64.7%
を占めている。次は「5,000 万円以上」が 15 事業所（15.8%）であった。 

 
② 従業員数 

 従業員数が最も多いのは、「10 人以上 50 人未満」の 42 事業所で、全体の 44.2%
を占めている。次は「50 人以上 100 人未満」、「5 人未満」の順となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 内パート等 

 従業員数の内、パート従業員数は「5 人未満」が大半である。 
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④ ２００９年度年間エネルギー使用量 

 

 年間エネルギー使用量は原油換算で、「1ＫＬ以上 100ＫＬ未満」が 44 事業所

で最も多く、全体の 46.3%を占めている。次は「1ＫＬ未満」で 28 事業所（29.5%）

となっている。 

 
 

⑤ ２００９年度年間の売上 

 

 今回調査した事業所の年間売上高は、「1 億円以上 5 億円未満」が 44 事業所

で最も多く、年間エネルギー使用量と同じ、全体の 46.3%を占めている。次は

「10 億円以上」の 14 事業所（14.7%）であった。また、「1,000 万円未満」の

規模の小さな事業所が 10 件（10.5%）ある。 
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⑥ 主な取扱品目 

 

 主な取扱品目をみると、「金属製品」が 19 事業所（20.0%）で最も多く、

次いで「鉄鋼業」、「生産用機械器具」の順となっており、この３品目で 45.3%
と約半分となっている。また、「非鉄金属」や「電子部品・デバイス・電子回

路」は各１事業所と少ない。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）省エネ数値目標の設定 
 
① Ｑ１．改正省エネ法を知っていますか？ 

  
改正省エネ法

を「知らない」と

いう事業所が 36
事業所（37.9%）

と 1/3 を超えてい

る。 
 「知っている」

は、「知らない」

よりも少ない 24
事業所（25.3%）

にとどまってい

る。 
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② Ｑ２．省エネ対策を実施していますか？ 

  
省エネ対策を「実

施している」事業所

と「実施していな

い」事業所は、ほぼ

同数で約 40 事業所

（42～43%）となっ

ている。 
 残りが「実施を検

討中」の 14 事業所

（14.7%）であった。 
 
 
 
 

Ｑ３からＱ７は、Ｑ２の質問で、省エネ対策を「実施している」、「実施を検討中」のみ回答 
 

③ Ｑ３．省エネ対策を実施する理由はなんですか？（複数回答） 

 省エネ対策を実施する理由で、最も多かったのが「経費の削減」の 51 件で

33.6%、次いで 27 件の「企業の社会的責任」、「ＣＯ²削減」、「省資源」の順

となっている。 
 また、「業界団体等の指導」、「安定的なエネルギーの確保」の回答はなかっ

た。 
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④ Ｑ４．「省エネの取り組みに関する計画」を策定されていますか？ 

  
省エネの取り組

みに関する計画を

「策定している」

が18事業所(2.7%）

にとどまる反面、

「策定していな

い」は倍近い 32 事

業所（58.2%）とな

っている。 
 また、「策定を検

討中」は 5 事業所

（9.1%）と少ない。 
 
 
 
 

⑤ Ｑ５．「省エネ推進のための目標とする数値」の設定はありますか？ 

  
省エネ推進のた

めの目標とする数

値の設定をみると、

省エネの取り組み

に関する計画より

も数値を「設定し

ている」事業所の

割合が 20 事業所

（36.4%）と、若干

多い。「設定を検討

中」が 9 事業所

(16.4%）。「設定し

ていない」が 25 事

業所（45.5%）と半

数近い状況となっている。 
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⑥ Ｑ６．その数値の指標は何ですか？ 

 

 数値の指標で最も多いのは「エネルギー使用量」の 18 事業所で 32.7%、次

いで「エネルギー料金」が 14 事業所（25.5%）､「エネルギー原単位」を指

標として活用している割合は 4 事業所（7.3%）と少ない。「未回答」が 16 事

業所（29.1%）と多いのも気になるが、今後は売上や生産量を加味した、原単

位を指標として活用することが望まれる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【その他の指標】 

 不良率の低減・・それによって手直しのエネルギーの低減 
 売上げ百万円当たりの原単位 
 CO₂排出量 

 
⑦ Ｑ７．環境マネジメントシステムは取得されていますか？ 

  
 
環境マネジメントシステ

ムを「取得している」事業

所が 19 事業所（34.5%）、「取

得を検討中」が 6 事業所

（10.9%）、「取得の予定はな

い」が半数を超える 29 事業

所（52.7%）となっている。 
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⑧ Ｑ８．その環境マネジメントシステムは何ですか？ 

 環境マネジメントシステムを取得している事業所に、その種類を聞いたとこ

ろ「ＩＳＯ１４００１」が 18 事業所で最も多く、全体の 72%を占めている。「エ

コアクション２１」が 4 事業所（16%）、その他には「KES・環境マネジメン

トシステム・スタンダード」が 2 事業所あった。 

 
⑨ Ｑ９．省エネ対策を実施していない理由はなんですか？（複数選択） 

 省エネ対策を実施していない理由で、最も多かったのが「投資する予算・

資金が不足」で19件（26.0%）、次いで「省エネの情報が不足」が15件（20.5%）、

「担当すべき人材が無い」、「省エネの手段が判らない」の順であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【その他の理由】 

 事務所の一角を利用させてもらっているので自主的活動が出来ない。 
 動力のほとんどを中国電力の電気でまかなっているため、省エネと言って

も節電する位である。 
 関連する会社の敷地内で事業を展開しているので主エネルギーは無償。 
 省エネ設備しても利益に反映するまで相当の日数がかかるため、実施す

るのを躊躇している。ただし、休み時間の照明・エアコンの断、必要以

外の紙は使わないなどの個々の小さい省エネは実施している。 
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（３）エネルギー使用の現状と改善策 
① Ｑ１０．最近のエネルギー使用の状況をお教えください。 

 「２００４年度を１００とした場合の２００９年度の種類別のエネルギー使

用水準」を聞いたところ、以下の回答となった。 
 操業状況もあるので一概に省エネの成果等は明らかでないが、「100 未満」と

「100 以上」を比較すると、「100 未満」が 70 件、「100 以上」65 件と、エネ

ルギー使用水準が減少した割合がやや高い。また、使用エネルギー別にみると

「電力」や「軽油」、「ＬＰＧ」の減少割合が大きく、逆に「灯油」や「ナフサ」

の使用割合が増加している。 

【主なエネルギーの使用動向】 
  使用するエネルギーの中から、回答の多い「電力」と「灯油」の使用状況

については、「電力」は「80 未満」に減少した回答が最も多く、増加した方

では「100 以上 110 未満」が最も多いことから、総じて減少傾向にあるとい

える。また、「灯油」は「80 未満」に減少した回答が最も多いものの、全体

でも「100 以上 110 未満」が最も多いことから、総じて増加傾向にあると思

われる。 
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２００９年度水準（２００４年度を１００とした場合の水準値）

80未満
80以上
90未満

90以上
100未満

100以上
110未満

110以上
120未満

120以上

13 6 11 13 4 7
1 1

1 1 1 3 1
5 2 5 6 1
4 1 3 10 1 3

６．ナフサ・ガソリン 4 2 1 4 4 1
6 1 2 1

８．石油コークス
９．石炭
10．コークス等
11．天然ガス・ＬNＧ 1 1 1
12．都市ガス
13．その他 1 1

7．ＬＰＧ

５．灯油

１．電力
２．原油
３．重油
４．軽油



 

 

② Ｑ１１．近年の使用状況から、問題点をお教えください。（複数選択） 

 

 エネルギーの使用状況の問題点を聞いたところ、最も多いのが「工場・事

務所等のエネルギーの管理が不足している」の 46 件で、全体の 28.6%を占め

ている。２番目が 20 件の「充分実施しており、これ以上省エネの余地がない」

となっており、次いで「工場・生産設備等のエネルギー効率が悪い」、「工場・

事務所の照明、空調、エレベーターなどのエネルギー効率が悪い」等、エネ

ルギー効率が問題となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【その他の問題点】 

 小規模の事務所であるため、もともとエネルギー使用量が少ない。 
 薬液を常温保存か、冷却保存をしている。仕事が少なくても温度の維持が

必要で効率が悪い。 
 仕事量と売上が減少し、２００４年と比較すると、設備の稼動率が減少し

ており、省エネとなった。 
 溶接ベテラン技能者の退職などにより、作業時間がかかり、作業効率とエ

ネルギー効率が下がっている。納入単価が下がり、売上げも下がった。 
 工事価格の下落により、同額売上げ維持の為の工事量が増加した。 
 弊社は電力使用量が主であり、省エネはかなり限界が来ている。 
 効率の良い設備を導入するにはコストがかかる。 
 投資する設備費用に対比して、省エネを実施して生ずる効果（費用の削減）

を調べることが難しい。 
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その他
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③ Ｑ１２．近年の使用状況から、どんな改善策を実施されますか。（複数選択） 

 

 エネルギー使用量の改善策として最も多く実施されているのが「待機電力

カット（例：使用しない機器のコンセントを抜く、こまめなオンオフ）」で

47 件（22.4%）。次いで、「空調設備の温度を設定（例：暖房２０℃、冷房２

８℃、扇風機等との併用等）」が 43 件（20.5%）、「定期的な機器の点検、清

掃」の順となっている。 
 「効率的な設備・機器の補修、取り替え、導入」といったハード面よりも、

手軽に取り組めるソフト面の対策が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【その他の改善策】 

 早めの消灯 
 すべてにおいて必要と考えるが、手始めとして、「待機電力カット」と「使

用状況の把握」を考えたい。将来は太陽光も利用を検討すべきだとは思っ

ている。 
 デマンド計の設置（３件） 
 不要照明のスイッチ OFF（水銀灯のため効果大） 
 人感センサーストーブ（ヒーター）などの導入。アイドリングストップの

実施。 
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その他
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④ Ｑ１３．設備保有状況と更新の時期をお教えください。 

 保有設備で多いのは「照明設備」、「空調設備」、「コンプレッサー」である。

これらの設備の更新時期をみると、「１年以内」、「１年超～３年以内」は比較

的少ないが、その中で多いのは「照明設備」、「空調設備」である。 
 また、「３年超～５年以内」、「５年超～10 年以内」で多いのは「照明設備」、

「空調設備」の他、工場の操業に欠かせない「コンプレッサー」や「変圧器」、

「重油、灯油ボイラー」が多い。「１０年超」も、ほぼ同様の傾向となってい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）行政・関係機関、中央会に対する要望 
① Ｑ１４．行政・関係機関へ要望することはありますか。 

 行政・関係機関へ要望で最も多いのは「省エネ取組企業に対する補助制度」

の 35 件で 44.9%、次いで「省エネ法・ノウハウ・先進事例等、情報の提供」

が 32 件（41.0%）と多い反面、「地域・他企業との連携への仲介」への要望

は少ない。 
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【意見】 
 鉄工組合の事務を受け持っているので、こうした情報を流す役目がありま

す。今後とも情報を与えて下さい。 
 年間総使用料重油換算で 1,500kl 以下の中小企業にあてはまる省エネ情

報を知りたい。また同程度の企業を集めたセミナーなど開催して頂きたい。

メリットがどの程度あるのかも知りたい。 
 使用エネルギーの単位が違うのでエネルギーの使用量の把握がわからな

い。 
 

② Ｑ１５．中央会へ要望することはありますか。 

 

 中央会へ要望で最も多いのは、「省エネ法・ノウハウ・先進事例等、情報の

提供」の 46 件で 68.7%と集中している。次が「省エネ研修会・懇談会の開催」

の 10 件（14.9%）。現時点では「専門家の派遣」や「地域・他企業との連携

への仲介」を希望する割合は少ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【意見】 

 中小企業の実例がありましたら、見学会など催して頂きたい。 
 

46

10

4

4

3

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

省エネ法・ノウハウ・先進事例等、情報の提供

省エネ研修会・懇談会の開催

専門家の派遣

地域・他企業との連携への仲介

その他
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２．Ｈ協同組合の組合及び傘下組合員企業アンケート調査結果 
（１）Ｈ組合・傘下組合員企業の概要 
  調査対象 １４事業所  有効回答数 １２事業所  回答率 ８５．７％ 
 
①  資本金 

  
資本金は、「１，０

００万円以上５，００

０万円未満」が 8 事業

所（66.7%）で、約 2/3
を占めている。 
 
 

② 従業員数 

  
従業員数は、「１０

人以上５０人未満」が

8 事業所（66.7%）で、

資本金と同じく約 2/3
を占めている。 
 
 

③ 内パート等 

 
 パートの人数は、大

半が「５人未満」であ

る。 
 
 

④ ２００９年度年間 

エネルギー使用量 

 
 年間エネルギー使用

量は、「１ＫＬ以上１０

０ＫＬ未満」が 7 事業

所で最も多く 58.3%と

なっている。 
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１，０００万円未満

１，０００万円以上５，０００万円…

５，０００万以上１億円未満

１億円以上５億円未満

５億円以上１０億円未満

１０億円以上

⑤ ２００９年度年間の売上 

 
 年間売上の最も多い区

分は「１億円以上５億円未

満」の 8 事業所（66.7%）

である。 
 
 
 
 
 

⑥ 主な取扱品目 

 
 主な取扱品目は「鉄鋼

業」、「金属製品」、「生産

用機械器具」となってい

る。 
 
 
 
 
 
 
 

（２）省エネ数値目標の設定 

①Ｑ１．改正省エネ法を知っていますか？ ②Ｑ２．省エネ対策を実施していますか？ 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

知っている
3

聞いたこと

がある
4

知らない
5 実施して

いる
7

実施を検

討中
1

実施して

いない
4

全体集計同様「知らない」が「知っ

ている」を上回っている。 
「実施している」が「実施していな

い」を大きく上回っている。 
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周辺地域と良好な関係

新規得意先の開拓

新規事業分野へ参入

法律等への対応

業界団体等の指導

取引先の要請

安定的なエネルギーの確保

国際基準への対応

その他

③ Ｑ３．省エネ対策を実施する理由はなんですか？（複数回答） 

 
 省エネ対策を実施す

る理由で最も多いのは

「経費の削減」の 7 件で、

次いで「企業の社会的責

任」、「企業イメージアッ

プ」の順となっている。 
 
 
 
 
 

④ Ｑ４．「省エネの取り組みに関す    ⑤Ｑ５．「省エネ推進のための目標と 

る計画」を策定されていますか？  する数値」の設定はありますか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

Ｑ ６．その数値の指標は何ですか？ 

 
 回答数は少ないが、数値

目標で多いのは「エネルギ

ー原単位」 
であった。 
 
【その他の指標】 

 売上げ百万円当た

りの原単位 

「策定していない」が「策定してい

る」の倍以上となっている。 
「策定している」が「策定していな

い」を上回っている。 

⑥ 
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取得して

いる
2

取得を検

討中
1

取得の予

定はない
5

２００９年度水準（２００４年度を１００とした場合の水準値）

80未満
80以上
90未満

90以上
100未満

100以上
110未満

110以上
120未満

120以上

１．電力 4 1 1 2
２．原油
３．重油 1
４．軽油 1
５．灯油 2 1
６．ナフサ・ガソリン 1 1
7．ＬＰＧ
８．石油コークス
９．石炭
10．コークス等
11．天然ガス・ＬNＧ 1
12．都市ガス
13．その他

⑦ Ｑ７．環境マネジメントシステムは取得されていますか？ 

 環境マネジメントシステムを取得して

いるのは２事業所である。 
 
⑧Ｑ８．その環境マネジメントシステム

は何ですか？ 

 システムの種類は下のグラフのとおり。 

 
 
Ｑ８とＱ９は、Ｑ７の質問で、環境マネジメントシステムを「取得している」、「取得を検討中」のみ回答 
 

Ｑ９．省エネ対策を実施していない理由はなんですか？（複数選択） 

 
 省エネ対策を実施し

ていない理由で多いの

は「投資する予算・資

金が不足」、「省エネの

情報が不足」となって

いる。 
 
   
 
（３）エネルギー使用の現状と改善策 
① Ｑ１０．最近のエネルギー使用の状況をお教えください。 

 
「２００４年度を

１００とした場合の

２００９年度の種類

別のエネルギー使用

水準」は、総じて「電

力」は減少傾向にあ

るものの、「灯油」は

増加傾向となってい

る。 

⑨ 
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5
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工場・事務所等のエネルギーの管理が不足

している

工場・生産設備等を拡大・増強したので、エ

ネルギー使用量が増加している

多くのエネルギーを必要とする製品を作っ

ている

生産量を増やしたのでエネルギー使用量が

増加している

工場・生産設備等のエネルギー効率が悪い

電動機・ポンプ・ファン等のエネルギー効率

が悪い

工場・事務所の照明、空調、エレベーターな

どのエネルギー効率が悪い

排ガス、排熱、蒸気などの二次的利用が不

足している

充分実施しており、これ以上省エネの余地

がない

その他
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5
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4

2

0

3

0 1 2 3 4 5 6

空調設備の温度を設定（例：暖房２０℃、冷

房２８℃、扇風機等との併用等）

定期的な機器の点検、清掃

待機電力カット（例：使用しない機器のコンセ

ントを抜く、こまめなオンオフ）

製造・運搬等、効率的な工程・方法の見直

し・工夫

エネルギーの使用状況を把握し、社内で意

識の統一を図る

効率的な設備・機器の補修、取り替え、導入

その他

② Ｑ１１．近年の使用状況から、問題点をお教えください。（複数選択） 

 
 エネルギー使用状況

の問題点で多いのは、

「工場・事務所等のエネ

ルギーの管理が不足し

ている」、「工場・生産設

備等を拡大・増強したの

で、エネルギー使用量が

増加している」で、その

他の質問項目は 1 件ず

つと分散している。 
【その他の問題点】 

 小規模の事務所で

あるため 
 省エネの手段が判

らない 
 電力使用量が主であり、省エネはかなり限界が来ている。 
 投資する予算・資金が不足 

 
③ Ｑ１２．近年の使用状況から、どんな改善策を実施されますか。（複数選択） 

 省エネの改善策とし

ては「空調設備の温度

を設定（例：暖房２０℃、

冷房２８℃、扇風機等

との併用等）」、「定期的

な機器の点検、清掃」

が多く、次いで「待機

電力カット（例：使用

しない機器のコンセン

トを抜く、こまめなオ

ンオフ）」、「製造・運搬

等、効率的な工程・方

法の見直し・工夫」となっている。 
【その他の改善策】 

 早めの消灯 
 デマンド管理導入（２０１０年１２月） 
 不要照明のスイッチ OFF（水銀灯のため効果大） 
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省エネ研修会・懇談会の開催
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その他

④ Ｑ１３．設備保有状況と更新の時期をお教えください。 

 保有設備で多いのは、「照明設備」、「空調設備」、「コンプレッサー」である。

設備の更新時期は「５年以内」までは少なく、「未定」が大半を占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）行政・関係機関、中央会に対する要望 

① Ｑ１４．行政・関係機関へ要望することはありますか。 

 
 行政・関係機関へ要望

は、それぞれの項目に分

散している。 
【意見】 

 組合の事務を受け

持っているので、

こうした情報を流

す役目があります。

今後とも情報を与

えて下さい。 
 

② Ｑ１５．中央会へ要望 

することはありますか。 

 
 中央会へ要望は「省エ

ネ法・ノウハウ・先進事

例等、情報の提供」が多

い。 
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３、改正省エネルギー法施行に伴う中小企業の省エネルギー対策 

 
（１）改正省エネルギー法 
① 改正省エネルギー法の概要 

1979 年に制定された省エネ法（正式名：エネルギーの使用の合理化に関す

る法律）は、工場や建築物、機械・器具についての省エネ化を進め、効率的に

使用するための法律である。法律の中で、工場・事業所のエネルギー管理の仕

組みや、自動車の燃費基準や電気機器などの省エネ基準におけるトップランナ

ー制度、運輸・建築分野での省エネ対策などを定めている。  
また、経済産業省は、産業部門に加えて、大幅にエネルギー消費量が増加し

ている業務・家庭部門での対策を強化するため、省エネ法の改正案を 2008 年

の第 169 回国会に提出し、2009 年 4 月 1 日から改正省エネルギー法が施行さ

れている。  
 省エネルギー法の最大の狙いは、全温室効果ガス排出量の 3 割を占め、CO₂

削減効果の排出量が増えている民生（家庭＋業務）部門における住宅や建築物

に関する省エネ対策を強化することであった。加えて今回の改正により、チェ

ーン展開する流通業界や外食業界などが新たに規制対象となった。これにより、

省エネ法の規制対象となる企業は、改正前の 10％から、改正後には 50％程度

まで拡大するとみられている。 
 

② 事業者（業務部門）向け、改正省エネ法の概要 

改正前は、事業所や工場ごとに、年間エネルギー使用量が 1,500kL 以上の場

合にエネルギー管理などの義務を課していた。しかしながら、改正後は対象が

事業者単位に変更され、企業全体のエネルギー使用量が 1,500kL/年以上であれ

ば規制対象となり、多くの中小企業も規制対象となる。 
 

③ 対象となる事業者 

【対象事業者】 

企業全体のエネルギー使用量が 1,500kL/年以上の企業。本社、工場、支店、

営業所に加え、コンビニエンスストア等のフランチャイズチェーンも対象と

なる。また、エネルギー管理指定工場の指定については、現行法が引き継が

れる。  
【規制の内容】 

対象となる企業は、国への届出を行い「特定事業者」の指定を受ける。フ

ランチャイズチェーンの場合は、本部が「特定連鎖化事業者」の指定を受け

ることとなる。その上で、企業単位でエネルギー管理統括者とエネルギー管

理企画推進者を 1 名ずつ選任し、定期報告書・中長期計画書の提出をするこ

とが義務付けられる。エネルギー管理指定工場ごとの定期報告・中長期計画
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書の提出も、企業単位の提出となる。  
 これに伴い、平成 21 年 4 月より企業全体でのエネルギー使用量の把握を、

行う必要がある。期間は平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日。その結

果、エネルギー使用量が 1,500kL/年以上の場合は、平成 22 年度に経済産業

局へ届け出る必要がある。届出をしなかった場合、または虚偽の届出をした

場合は、50 万円以下の罰金が科せられる。  
 また、エネルギー使用効率を毎年 1％以上改善するよう、努力義務が定め

られているため、毎年その値を算定し、報告する必要がある。 
 
④ 改正省エネルギー法のキーワード 

キーワード 説 明 
対象となるエネル

ギー 
省エネ法でのエネルギーは、燃料、電気、熱を指し、廃棄

物からの回収エネルギーや、風力・太陽光発電などによる

自然エネルギーは対象外 
燃料  原油及び揮発油(ガソリン)、重油、その他石油製品(ナフ

サ、灯油、軽油、石油アスファルト、石油コークス、石

油ガス) 
 可燃性天然ガス 
 石炭及びコークス、その他石炭製品(コールタール、コー

クス炉ガス、高炉ガス、転炉ガス) 
 燃焼、その他の用途に供するもの(燃料電池による発電 

電気  使った電気 
（※対象外：上記の燃料を起源としない太陽光発電、風

力発電、廃棄物発電などの電気） 
熱  上記の燃料を熱源とする熱 

 ※対象外：上記の燃料を熱源としない太陽熱及び地熱な

どの熱 
エネルギー管理統

括者 
中長期計画の作成を行うほか、各現場の情報を総合して、

事業者全体として一貫した管理が行われるようエネルギー

管理業務を統括する者。事業全体の鳥瞰的なエネルギー管

理を行える者が担う。 
エネルギー管理企

画推進者 
エネルギー管理統括者の補佐を行う。エネルギー管理員講

習修了者か、エネルギー管理士の資格を有する者でなけれ

ばいけない。 
定期報告書 特定事業者が、毎年度 7 月末（平成 22 年度は 11 月末）ま

でに提出する書類。省エネに関する年度ごとの報告事項を

記入する。「事業者全体の報告」部分と「特定事業者が設置

するエネルギー管理指定工場等ごとの報告」部分から構成
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される。 
中長期計画書 特定事業者が、毎年度 7 月末（平成 22 年度は 11 月末）ま

でに提出する書類。省エネに関する今後の具体的な取り組

みや期待される効果を記入する。 
 
（２）鉄工業における省エネルギー対策 

 山口県下鉄工関連の組合及び組合員企業アンケート調査結果をみると、２００９年

度年間エネルギー使用量が、改正省エネ法に定める 1,500kL/年以上の企業は 1 社の

みである。ただ、省エネルギー対策はアンケートの実施理由にもあるように、「経費

の削減」や「企業の社会的責任」であることから、不断に取り組むことが求められて

いる。以下、中小企業の省エネルギーへの取り組み方法を述べる。 
  
① 環境マネジメントシステムの構築 

アンケートの回答にあるように、改正省エネ法を「知らない」という企業が

「知っている」を１．５倍上回っている状況で、これまで以上に省エネの必要

性の告知活動を徹底する必要がある。 
また、省エネの取り組みに関する計画を「策定している」は、「策定していな

い」の半分程度にとどまっており、まずはマネジメントの基本に立ち返って、

計画→実行→チェック→アクションのマネジメントサイクルを確実に回してい

く必要がある。これは、ＩＳＯ１４００１（環境マネジメントシステム）の認

証取得の必要性の是非にかかわらず、取り組んでいく必要がある。 
【環境マネジメントシステムとは】 

 環境方針、目標を設定し、 
 目標達成のための計画を作成し、 
 実施し、達成し、見直しかつ維持するための組織の体制、 
 計画活動、責任、慣行、手順、プロセス及び資源を含むものをいう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｐ

Ｐ
計画

Ｄ
実施

Ｃ
チェック

Ａ
統制
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② 工場での省エネ対策 

【空調、冷凍機の温度設定】 

改善対策：空調温度管理を行い、設定温度を 1℃上げて省エネを図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
効果試算： 
■計算式 

  電力削減量（kWh/年）＝ 空調電力使用量(kWh/月)×対象夏季月間数(月/ 
年)×電力消費の改善率(%) 

 ■計算条件 
  工場全体の空調温度設定：夏季 4 ヶ月間、26℃から 27℃へと 1℃上げるこ 
とにより 10%の電力消費が低減される。（空調電力使用量：150,000kWh/月） 

  電力削減量＝150,000 kWh/月×4 ヶ月/年×0.1＝ 60,000 kWh/年 
節約金額：60.0 千 kWh/年×14.0 円/kWh ＝ 840 千円/年 
ＣＯ₂削減量：60.0 千 kWh/年×0.555(＊)＝33.3 t－ＣＯ₂/年 

 (＊)注：0.555 については取引電力会社の数値を使用 
 

【コンプレッサ吐出圧の低減】 

改善対策：コンプレッサの運転状況の把握がされていないため、無駄な動力が消 
費されているため、必要圧力の把握による使用圧力適正化、圧損の少ない配管 
化により、コンプレッサの吐出圧力を現状の0.7Mpaから0.6Mpaに低下させる。 

効果試算： 
■計算式 
電力削減量(kWh/年)＝コンプレッサ定格容量(kW)÷モータ効率(%)×負荷

率(%)×稼働時間 h/年×吐出圧低減による省エネ率(%) 
■省エネルギー効果 
 電力削減量＝385kW÷0.9×0.8×0.1×20 時間/日×242 日/年＝165,636 kWh/年 

節約金額：165.6 千 kWh/年×12.4 円/kWh＝2,053 千円/年 
ＣＯ₂削減量：165.6 千 kWh/年×0.555(＊)＝91.9 t－ＣＯ₂/年 

 (＊)注：0.555 については取引電力会社の数値を使用 
出典：財団法人省エネルギーセンター「工場の省エネガイドブック」より一部を抜粋して記載 
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Ⅲ．中小企業の省エネルギー対策に関する調査票                 

 

平成２２年１２月 

山口県中小企業団体中央会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ．貴組合・貴企業の概要 

連絡先電話 （    ）  - 組 合 名 

企 業 名 

 

 記入者氏名  

資 本 金 
 

 

従業員数 

（パート等） 

   人 

（内パート等    人） 

主 な 

取扱品目 

（当てはまる番号に○を一つお付け下さい。） 

１．鉄鋼業 ２．非鉄金属 ３．金属製品 ４．はん用機械器具 ５．生産用機械器具 

６．業務用機械器具 ７．電子部品・デバイス・電子回路 ８．電気機械器具 

９．情報通信機械器具 １０．輸送用機械器具 １１．その他（          ）

2009 年 度

年間エネルギ

ー使用量 

 

ＫＬ

 

2009 年度 

年間の売上 
             円  

 

Ⅱ．省エネ数値目標の設定 

Ｑ１．改正省エネ法を知っていますか？（当てはまる番号に○を一つお付け下さい） 

１．知っている       ２．聞いたことがある      ３．知らない 

１．調査目的 

２２年４月、改正省エネ法（エネルギーの使用の合理化に関する法律）が完全施行されました。省エ

ネ対策を実施することは、省資源・コスト削減・ＣＯ₂削減を可能とし、さらに、ＣＳＲ(Corporative 

Social Responsibility 企業の社会的責任)活動として企業のイメージアップにもつながります。本調査

は、企業の省エネ対策の実施状況を調査し、今後の組合や企業の支援資料とする目的で実施するもので

す。 

２．調査時点 

 平成２２年１２月６日（月）時点で、ご記入下さい。 

３．調査票の記入 

ご回答は、あてはまる項目の番号を○で囲み、具体的な回答を求める質問には、ご記入ください。 

４．返送期限 

ご記入ずみの調査票は同封の返信用封筒に入れて、１２月１７日(金)までに投函ください。 

５．お問合せ 

  山口県中小企業団体中央会 山口市中央 4-5-16 山口県商工会館 6F 

（電話）083-922-2606 （担当）洗川までご連絡ください 

６．個人情報等について 

ご回答いただいた事項につきましては、企業及び個人情報を厳守し、統計以外に使用することはあり

ません。また、ご記入担当者名等は、内容確認等以外に使用することはありません。 

調査の目的およびご協力のお願い 
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Ｑ２．省エネ対策を実施していますか？（○を一つ） 

１．実施している       ２．実施を検討中       ３．実施していない 

      ⇒Ｑ３へ            ⇒Ｑ３へ          ⇒Ｑ９へ 

 

Ｑ３．省エネ対策を実施する理由はなんですか？（いくつでも○をお付け下さい） 

１．省資源 ２．経費の削減 ３． ²ＣＯ 削減 ４．企業の社会的責任 ５．企業イメージアップ 

 ６．周辺地域と良好な関係 ７．新規得意先の開拓 ８．新規事業分野へ参入 ９．法律等への対応 

１０．業界団体等の指導 １１．取引先の要請  １２．安定的なエネルギーの確保  

１３．国際基準への対応  

１４．その他（                                      ） 

 

Ｑ４．「省エネの取り組みに関する計画」を策定されていますか？（○を一つ） 

１．策定している       ２．策定を検討中       ３．策定していない 

 

Ｑ５．「省エネ推進のための目標とする数値」の設定はありますか？（○を一つ） 

１．設定している       ２．設定を検討中       ３．設定していない 

 

Ｑ６．その数値の指標は何ですか？（○を一つ） 

１．エネルギー料金 ２．エネルギー使用量  ３．エネルギー原単位   

４．その他（                                      ） 

 

＊参考  エネルギー原単位とは、一定の活動を行うのに必要なエネルギー量をいう。 

対  象 エネルギー原単位の算出例 

個別機械、生産設備 

（プレス、工作機械、組立てラインなど） 

機械・ラインの使用電気量（ｋｗｈ／月） 

機械・ラインの生産量（個／月） 

ユーティリティ設備 

（コンプレッサ、ポンプ、ボイラなど） 

設備の使用電気量（ｋｗｈ／月） 

設備の出力流量（㎥／月） 

複数エネルギー使用設備 

（食品、医薬品、飲料生産ラインなど） 

使用電気量＋水・ガス使用量＋蒸気使用量（金額換算）

機械・ラインの生産量（個／月）又は生産金額 

 

Ｑ７．環境マネジメントシステムは取得されていますか？（○を一つ） 

 １．取得している       ２．取得を検討中       ３．取得の予定はない 

      ⇒Ｑ８へ            ⇒Ｑ８へ          ⇒Ｑ１０へ 

 

Ｑ８．その環境マネジメントシステムは何ですか？（○を一つ） 

 １．ＩＳＯ１４００１     ２．エコアクション２１     

３．その他（                                      ） 

 

Ｑ９．省エネ対策を実施していない理由はなんですか？（いくつでも○をお付け下さい） 

 １．省エネの手段が判らない ２．担当すべき人材が無い ３．投資する予算・資金が不足  

４．省エネの情報が不足 ５．取引等でメリットが無い  

 6．その他（                                       ） 
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Ⅲ．エネルギーの使用の現状と改善策 

Ｑ１０、最近のエネルギー使用の状況をお教えください。 

（２００９年度水準には、２００４年度を１００とした場合の水準値をご記入願います。） 

 

 

種類 

２００９年度 

年間使用量 

２００９年度

年度水準 

２００４年度

年度水準 

（基準年度）

増加した用途 減少した用途

（記入例）１．電力 5,000kw 110 １００ 工場動力源 照明電力 

１．電力 kwh  １００   

２．原油 ｋl  １００   

３．重油 ｋl  １００   

４．軽油 ｋl  １００   

５．灯油 ｋl  １００   

６．ナフサ・ガソリン ｋl  １００   

7．ＬＰＧ ｔ  １００   

８．石油コークス ｔ  １００   

９．石炭 ｔ  １００   

10．コークス等 ｔ  １００   

11．天然ガス・ＬNＧ ㎥  １００   

12．都市ガス ㎥  １００   

13．その他   １００   

 

Ｑ１１、近年の使用状況から、問題点をお教えください。（いくつでも○をお付け下さい） 

  １．多くのエネルギーを必要とする製品を作っている 

  ２．生産量を増やしたのでエネルギー使用量が増加している 

３．工場・生産設備等を拡大・増強したので、エネルギー使用量が増加している 

４．工場・生産設備等のエネルギー効率が悪い 

  ５．電動機・ポンプ・ファン等のエネルギー効率が悪い 

  ６．工場・事務所の照明、空調、エレベーターなどのエネルギー効率が悪い 

  ７．排ガス、排熱、蒸気などの二次的利用が不足している 

  ８．工場・事務所等のエネルギーの管理が不足している 

  ９．充分実施しており、これ以上省エネの余地がない 

  10．その他（                                      ） 

 

Ｑ１２．近年の使用状況から、どんな改善策を実施されますか。（いくつでも○をお付け下さい） 

 １．待機電力カット（例：使用しない機器のコンセントを抜く、こまめなオンオフ） 

２．空調設備の温度を設定（例：暖房２０℃、冷房２８℃、扇風機等との併用等） 

３．エネルギーの使用状況を把握し、社内で意識の統一を図る 

４．定期的な機器の点検、清掃 

５．製造・運搬等、効率的な工程・方法の見直し・工夫 

６．効率的な設備・機器の補修、取り替え、導入 

７．その他（                                       ） 
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Ｑ１３．設備保有状況と更新の時期をお教えください。 

更新予定時期 

保有設備 
１年以内 

１年超 

３年以内 

３年超 

５年以内 

５年超 

10 年以内
１０年超 未 定 

（記入例） 

１．重油、灯油ボイラー 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

 

４ 

 

５ 

 

６ 

１．重油、灯油ボイラー １ ２ ３ ４ ５ ６ 

２．工業炉 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

３．熱源機器 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

４．ポンプ・ファン等 

可変能力制御機器 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

５．コンプレッサー １ ２ ３ ４ ５ ６ 

６．変圧器 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７．コンセント負荷制御 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

８．空調設備 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

９．照明設備 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

10．給湯器 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

11．冷凍・冷蔵機 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

12．乾燥機 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

Ⅲ．行政・関係機関、中央会に対する要望 

 

Ｑ１４．行政・関係機関へ要望することはありますか。（いくつでも○をお付け下さい） 

 １．省エネ法・ノウハウ・先進事例等、情報の提供 

 ２．省エネ取組企業に対する補助制度 

 ３．地域・他企業との連携への仲介 

 ４．その他 

 

 

 

Ｑ１５．中央会へ要望することはありますか。（いくつでも○をお付け下さい） 

 １．省エネ法・ノウハウ・先進事例等、情報の提供 

２．省エネ研修会・懇談会の開催 

３．専門家の派遣 

 ４．地域・他企業との連携への仲介 

５．その他 

 

 

 

※アンケートにご協力いただき誠にありがとうございました。 
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